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部会 担当課 ご意見内容

令和６年度第３回港区区政会議　「事前意見内容と区役所の対応・考え方」

区役所の対応・考え方

保健福祉課
（福祉）

「老人●●センター」「老人●」「高齢者●●」など「老人」や「高齢者」という表記
や名称は何とかならないのでしょうか？
恐らく該当年齢になったときに誰しも嫌悪感につながると思います。港区から率先
してシニアやシルバー等と統一できないのでしょうか？

「老人●●」などといった名称などにご意見をいただき、ありがとうございます。
当区には、これらを称する本市施設があり、利用者の多い施設としては福祉局が所管する大
阪市立港区老人福祉センターがあります。
この老人福祉センターは、老人福祉法に規定されている名称であり、大阪市では、大阪市立
老人福祉センター条例に施設名が規定されています。
このように行政関係の名称等は、法律や通達、条例などに規定されているものが多くを占め
ています。
また、民間事業の一例として「サービス付き高齢者向け住宅」の名称は、高齢者の居住の安
定確保に関する法律に規定されているものです。
港区老人福祉センターでは条例上の施設名とは別に、施設の指定管理者において、区民の
皆様に愛され、より親しんでいただけるよう愛称を公募し、多数の応募の中から「ポートさ
ん」と決定され、用いられています。
多数の人に情報を伝える放送業界においては「老人」などの言い方に不快感などを持つ人
も多いことから、例えば「還暦を迎えた人たち」などと言いかえられると日本放送協会では
発しています。
このように法律等で規定されている名称を変更することは困難ですので、可能なものは愛称
や言い方を変えるなど配慮することにより、より多くの方から理解を得るようにすることが一
つの策であると考えます。
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